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“ galvanize art ”　それは　“ 亜鉛めっきの芸術 ”

ガルバート・ジャパンは、そんな想いを社名に込めて、

2004年 4月に、鉄の町・釜石に誕生しました。

素材には、日本製鉄（株）東日本製鉄所 釜石地区で、

一貫した製造管理のもとで生産された線材を、先進の

亜鉛めっきプロセスで高品質な亜鉛めっき鉄線に仕上げ、

お客様の多様なニーズに応えてまいりました。

絶え間ない研究開発と高品質へのこだわりを持ち続け、

お客様の要望に技術で挑戦する……。

これまでも、これからも……。

それが、ガルバート・ジャパンの使命なのです。

　弊社は、世界最大の鉄鋼総合商社である株式会社メタルワンと、世界の鉄鋼業界の

リーディング・カンパニーである日本製鉄株式会社、そして国内最大手の金網総合メー

カーである小岩金網株式会社の共同出資により、2004年4月に岩手県釜石市に

設立されました。

　以来、日本製鉄株式会社 東日本製鉄所 釜石地区の構内に立地するというメリットを

最大限に活かし、同所から高品質な素材の供給を受け、 2005年 5月よりハイグレード

な亜鉛めっき鉄線を製造してまいりました。

　同時に、企業としての社会的責任（CSR）を基本理念に、環境問題にも配慮した取り

組みを積極的に推進しています。またコンプライアンス（法令遵守）を一人ひとりの

行動指針としています。 

　品質向上・技術開発に飽くなき努力を積み重ね、高度な技術を追求すること、それ

こそがお客様のご要望にしっかりとお応えできる、ただ一つの道筋であると考えて

います。

　お客様とのパートナーシップを大切に、常にお客様から信頼される企業を目指して

ガルバート･ジャパンは全社員一丸となって取り組んでいくことをお約束します。
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確かな「品質」と「信頼」
製造現場がこだわり続けるのは品質の安定と生産性の向上です。

生産効率を飛躍的に向上させる多ストランド型高速めっき線製造ラインと、

各工程段階を管理する生産管理システム。

これら最先端の製造プロセスを駆使する「現場の力」こそが、

確かな「品質」と「信頼」を生み出しているのです。

「現場の力」が生み出す
Galvart Japan Company Limited

常に「お客様第一」の姿勢を崩さ

ない。それが当社の考えです。

多様化するニーズを真摯に受け止

め、お客様の要望にすばやく対応

することを心がけています。

研究開発、製造、営業の各部署が、

常に緊密な連携をはかり、お客様

にご満足いただけるご提案をさせ

ていただきます。

お客様の要望に迅速に対応

高度な技術と徹底した品質管理、

そして、最終工程での幾多にわた

る厳しい品質試験……。一つひと

つの工程が、加工性、耐食性、耐

候性に優れた製品に結びついてい

るのです。「より高精度な製品を安

定的に製造する」、それが現場に携

わる一人ひとりの想いです。

品質の安定した製品を供給

亜鉛めっき鉄線製造ライン

構内にあるという立地条件を活か

し、同所から線材の供与を受ける

とともに、技術を共有し世界最高

品質の亜鉛めっき鉄線製品を製造

しています。日本製鉄（株）の技

術者と定期的に「技術検討会」を

開催し、絶え間ない技術開発と将

来を見据えた新商品の開発を積極

的に進めています。

日本製鉄㈱東日本製鉄所 
釜石地区との緊密な連携

線材受け入れから伸線加工、亜鉛めっき工程、検査、

そして、製品の出荷までを携帯端末と結ばれた

生産管理システムで一元的に管理しています。

これにより製品から素材の線材までを、遡及して

追跡することができます。

亜鉛めっき
規格に応じて厚・薄・合金めっき
を行います

焼鈍
焼鈍によって粘り強く、しかも、
加工しやすいよう調質します

酸洗
線材表面の酸化被膜（スケール）を
除去します

製品置場
出荷前の製品をストックしておきます

巻取り
亜鉛めっき鉄線を巻取ります

伸線機
コイル状の線材を細く長く伸ばして
巻取ります

線材受け入れ

検査
サンプル抽出検査を１コイル毎に
行います

コイルNoなど、
線材納入データと照合します

鉄線コイルNoなどが
付与されます

めっき線製造規格が
登録されます

めっき線コイルNoが
付与されます

製品検査データを
登録します

めっき線製造規格・コイルNoなどを
確認します

生産管理システムで一元管理
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厳しい品質管理と製品の全数検査により、品質の安定を保証します。

各種試験機による加工性、耐久性、強度の確認はもちろん、

分析機器や光学機器による素材にまで遡った解析が、

「より安定した高品質」を実現します。　

引張り試験解析装置表面品質解析装置

Galvart Japan Company Limited

亜鉛めっき鉄線は、亜鉛の持つ犠牲防食作用により、高い耐食性を発揮し、

加工性にも優れているため、フェンス、蛇カゴ、落石防止ネット、

そして、エクステリアまで、人々の暮らしの身近なところで、

広範囲にわたって利用されています。

施設などの柵

環境との調和を図るメッシュカゴ 建築・土木用途で幅広く利用されて
いる落石防護ネット

競技場などのフェンス

牧場などの牧柵

カゴマット

ハイアミドコートは、下記のようなご要望にお応えする製品です。

・周囲の景観と調和できる製品が欲しい。

・強腐食下での耐久性に優れた製品が欲しい。

・過酷な自然環境下での激しい磨耗にも耐えうる製品が欲しい。

特徴
・めっき線や他の被覆線に比べて耐食性に優れています。

・ポリアミド樹脂（ナイロン）を使用することにより、優れた耐摩耗性を誇ります。

・耐水性の接着プライマーを使用しているため、端部からの水の浸透を低く抑え、端部処理なしで沿岸域

での使用を可能としています。

・塩素を含まない樹脂のため、通常の廃棄物として廃棄可能です。

ハイアミドコート

鉄線

亜鉛メッキ

耐水性接着プライマー

ポリアミド

心
線被

覆
外
径
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